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京都工芸繊維大学 デザイン主導未来工学センター
—

—

お問い合わせ
京都工芸繊維大学 総務企画課
—

Tel｜075 724 7014
Fax｜075 724 7010
Mail｜soumuki@jim.kit.ac.jp
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「デザイン主導未来工学センター

（CdE＝Center for Design-centric Engineering）」は、

京都工芸繊維大学が高い優位性を持つ

研究分野を重点化し、

複数の重点研究「ラボ」を統括する、

分野横断教育研究組織です。

CdEは、「デザイン・建築」、

「グリーンイノベーション」、「高分子・繊維材料」、

「昆虫」、「ものづくり・繊維研究」

の5つのカテゴリーのラボを統括しており、

それぞれの研究分野を先鋭化するとともに、

それぞれのラボがプロジェクトを共創し、

社会的インパクトのある大きな成果や

優れた人材を数多く生み出すことによって、

大学全体の教育・研究を強力に牽引します。

—

KYOTO Design Lab

デザインの実践に直結する方法論を考
究し、デザインによる社会変革を試みる
ことを目的とし、世界中から招いた一流
のデザイナーや研究者が文化都市・京都
に滞在し、京都工芸繊維大学の構成員
と、産学公、市民らさまざまな立場のパー
トナーとともに、課題の発見と解決に取り
組みます。
—

グリーンイノベーションラボ

パワーエレクトロニクスと高度通信機能
を融合した新しい電力制御システムなど
を提案し、プロトタイプ製作を進めるな
ど、グリーンイノベーション分野の研究開
発を推進するとともに、新たな革新的な
パワーデバイスや装置の開発において、
地域産業界との共同研究を展開します。
—

新素材イノベーションラボ

材料のもつ階層構造を巧みに分子設計・
材料設計した超階層デザインにより、従
来の有機高分子材料では不可能な電
子・光学・熱特性と、従来の無機材料（セラ
ミックス）では不可能な成形加工性と自在
設計性、ならびにナノ材料のもつ特異性
を併せ持つ革新的高分子・複合新素材
の国際的な創出研究を推進します。

昆虫先端研究推進拠点

疾患や老化に関連する多様な生命現象
に潜むメカニズムの解明を目指して、モデ
ル生物であるショウジョウバエやカイコな
どの昆虫の特性を生かした研究を行う
拠点として、健康寿命を延伸させるため
の課題解決を目指し、世界最大規模の
約3万系統にも及ぶショウジョウバエなど
豊富な遺伝資源の提供や、国内外の大
学・研究機関・企業等との共同研究を実
施しています。
—

先端ものづくり・繊維研究推進拠点

拠点にものづくり教育研究センター、繊
維科学センター並びに伝統みらい教育
研究センターを置き、ものづくり、繊維科
学分野及び日本の伝統技術の応用展開
における教育研究を総合的に推進して
いきます。

 「ラボ」における教育研究展開

—

現在、世界は新たな産業変革が起こっ
ており、第4次産業革命により、新たな
社会変革がもたらされると言われて
います。
第4次産業革命によりもたらされる技
術革新や社会変革は、大学を始めとす
る研究機関のみならず、産業界や自治
体も巻き込んだ産学公連携により生み
出されるものです。
本学は小規模単科大学でありますが、
様々な社会課題に対応できる幅広い
専門分野を有しています。その環境を
活かし、社会ニーズに根ざした分野横
断型の新たな博士人材育成プログラ
ム「Design-centric Engineering 

Program（dCEP）」を産学公協働で展
開します。
それは、本学の強み・特色である工学各
分野の設計論（グリーンイノベーション、高
分子・繊維材料、バイオテクノロジー、建築・

デザイン等の設計論）の接続、材料から
システムやサービスに至る価値連鎖に
よって、未来社会基盤の創成に有効な
新たな工学の体系化と構造化を実現
するものであり、卓越した人材の育成と
社会に役立つイノベーションの創出を目
指します。
—

dCEPでは、CdEが作成した履修計画
に基づき、社会実装手法とプロセスを
学びます。教育プログラムとしては、博
士前期・後期に一貫したコースとして運
営し、コースには、関連する特設科目を
設け、コースの中核として、学生が各分
野の革新的要素技術やプロダクトを社
会実装に導く方法を学ぶため、創発と
修練の場となる｢セッション｣を企画・設
置します。

デザインセントリックエンジニアリングプログラム
（Design-centric Engineering Program［dCEP］）の展開
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デザイン主導
未来工学センター

［CdE］

KYOTO
Design Lab
デザイン・建築
分野

新素材
イノベーションラボ
高分子・繊維材料

分野

先端ものづくり・繊維
研究推進拠点
ものづくり・繊維研究

分野

昆虫先端
研究推進拠点
昆虫研究分野

グリーン
イノベーションラボ
グリーンイノベーション

分野

セッションにはコースの学生、社会変
化を見据えた課題を持ち込む企業・行
政、課題解決に関連する異分野の指導
教員（メンター）が参加し、世界でイノベー
ションをリードしてきたデザイナーがファ
シリテーターとしてセッションをリードし
ます。セッションで最も重要なのはプ
ロトタイプ試作の繰り返しによる課題
抽出プロセスとなりますが、対象となる
革新的要素技術の性能や特性に関す
る定量的検証は要素技術実証プラット
フォーム「テストベッド」で実施されます。
セッションで革新的要素技術を社会実
装するプロセスと課題を明らかにし、更
に、テストベッドを介してデザインシンキ
ングと工学の各分野の基礎的研究とを
リンクし、工学研究教育全体の改変を
促す、これが本プログラムの狙いとする
ところです。

本プログラムは、変容する社会を俯瞰
し、潜在ニーズを見出し、それに応える
新たなシステムや製品を生み出すため、
自らの専門分野で強靭な科学的思考
能力と独創性に裏打ちされた世界で一
番優れている、もしくは、唯一といえる要
素をもち、その革新的要素に社会的価
値を結びつけて、社会的課題解決に結
実させる具体的プロセスのデザイン力と
展開力を有した人材を育成します。

サービス

システム

装置

機能モジュール

機能素子

材料素材

サービス設計論

システム設計論

装置設計論

機能モジュール設計論

機能素子設計論

材料素材設計論

各分野の設計論の接続
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異分野融合

社会的課題
エネルギーや資源の欠乏
環境汚染・自然破壊
ヒートアイランド現象

廃棄物処理
高齢化と少子化
都市の過密と地方の過疎

教育問題
公財政問題
農業問題
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革新的要素技術［基礎工学分野］

物質・材料化学
材料創製化学
材料制御化学
物質合成化学
機能物質化学
先端ファイブロ科学

バイオベースマテリアル学
設計工学
電子システム工学
情報工学
機械物理学
機械設計学

デザイン学
建築学
バイオテクノロジー
応用生物学

要素技術実習プラットフォーム［テストべッド］

創発と修練の場［セッション］→KYOTO Design Lab

デザインシンキングの方法論

デザイン主導未来工学センター
Center for Design-centric Engineering（CdE）

dCEPコース学生

企業

ファシリテーター［デザイナー］

メンター［指導教員］

クライアント［行政］
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